
<研究の概要> 

 地域社会のなかで行政や議会がどのような役割を果たすの
か、また、地域住民がどのように政治や行政に関わるのか、ガ
バナンスの視点から下記の研究に取り組んでいる。 

（1）住民と行政との関係について 

  ・市民参加・協働のプロセスと影響に関する研究 

  ・サードセクターの構造と公共的役割に関する研究 

  ・コラボレイティヴ・ガバナンスの理論的研究 

（2）住民と議会との関係について 

  ・地方議会改革の実態と課題に関する研究 

  ・地方議会の情報公開とオープンデータに関する研究 
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